
京都府 舞鶴市 原田 翔太

【年 齢】
31歳

【出身地】
広島県広島市

【転出元】
神奈川県秦野市

【前 職】
(株)日産自動車
新車開発・車体設計

【活動時期】
R4.10～R7.9

子育てをきっかけに妻の実家のある京都府北部への移住を
決意しました。
仕事を探す中で、せっかくだからその場所でしかできない
こと、地域に関われること、知り合いが増えそうなことを
やりたいと考えていたところ、移住相談をしていた京都移
住コンシェルジュさんから紹介いただきました。
自治体の雰囲気が良かったことと、受け入れ業者のKOKIN
の活動に興味を持ったことも決め手の一つです。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス（個人））shota.harada.0925@gmail.com
（電話番号（個人） ）080-3173-3332

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（X）https://twitter.com/Sho_Maizuru
  (Instagram) https://www.instagram.com/shota.harada.39/

舞鶴市を若者のエネルギー溢れるまちにしたいと考えてお
り、活動しています。学生をはじめとした若い人が何か挑
戦をしたいと思った時に相談やサポートができるような場
所を作っていきたいです。また、研修の開催など、学びを
通した人との繋がり作りも今以上に広げていきたいと思い
ます。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報
●合同新人研修：舞鶴同期会の企画運営、講師
2023年度から、舞鶴同期会という合同新人研修を企画
運営しています。初年度から10社から20名程度参加い
ただいており、大変参加者からも事業者からも好評のプ
ログラムになっています。若手の繋がりづくりはもちろ
ん、最終発表として自社のことを新人が発表できるよう
にすることで、将来的に学校などで若い職員が講演でき
るようにすることも狙いです。

移住・定住促進

●市内中学校高校の探究学習・自主企画イベントのサポート
舞鶴内の高校や中学校各校に対し、探究学習のサ
ポートや進路講演などを行うなど関わりを持ってい
ます。中学生がチャレンジカフェを開くサポートな
どを授業で行ったほか、高校生が学校の枠を超え
て、高校生が地域で好きなことを発表するイベント
や大型音楽FESの開催といった自主企画イベントの
サポートも行っています。

●学生のためのコミュニティースペース「KATALab.」
地元の高校の先生と共に、学生のためのコミュニテ
ィースペース「KATALab.」を2024年3月から自主運
営で立ち上げました。いつか舞鶴に帰ってきたいと
いう学生を増やすことがテーマです。10月までにの
べ1,000人以上の学生が利用しており、地元企業とコ
ラボしたイベントや商品開発なども行っています。
経費は企業スポンサーからの寄付で賄っています。

https://twitter.com/Sho_Maizuru
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